
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第84 特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第89 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減
損損失の明細 （単位：円）

資 産 の 種 類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 18¶809¶056¶527 307¶362¶750 2¶202¶695 19¶114¶216¶582 8¶336¶430¶905 802¶825¶594 270¶598 0 0 10¶777¶515¶079

構 築 物 1¶346¶520¶202 10¶261¶855 558¶004 1¶356¶224¶053 897¶032¶363 53¶883¶408 1¶121¶517 0 352¶988 458¶070¶173

工具器具備品 854¶370¶826 43¶870¶155 4¶557¶568 893¶683¶413 735¶140¶049 83¶378¶651 0 0 0 158¶543¶364

図 書 5¶805¶694 0 0 5¶805¶694 0 0 0 0 0 5¶805¶694

船 舶 45¶306¶000 0 0 45¶306¶000 45¶305¶984 0 0 0 0 16

計 21¶061¶059¶249 361¶494¶760 7¶318¶267 21¶415¶235¶742 10¶013¶909¶301 940¶087¶653 1¶392¶115 0 352¶988 11¶399¶934¶326

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産以外）

建 物 5¶421¶919¶036 202¶762¶040 121¶943¶898 5¶502¶737¶178 1¶981¶605¶570 288¶220¶709 495¶377 0 0 3¶520¶636¶231

構 築 物 490¶512¶778 102¶507¶896 392¶001 592¶628¶673 188¶661¶723 33¶968¶090 475¶566 475¶566 0 403¶491¶384

工具器具備品 14¶329¶792¶889 715¶085¶829 143¶259¶175 14¶901¶619¶543 10¶286¶383¶663 1¶845¶878¶848 0 0 0 4¶615¶235¶880

図 書 4¶631¶709¶173 23¶699¶843 60¶197¶347 4¶595¶211¶669 0 0 0 0 0 4¶595¶211¶669

船 舶 9¶089¶903 1¶746¶150 0 10¶836¶053 6¶924¶644 1¶771¶787 0 0 0 3¶911¶409

車 両 運 搬 具 72¶399¶237 27¶243¶883 9¶171¶433 90¶471¶687 52¶779¶953 4¶997¶324 0 0 0 37¶691¶734

その他の有形固
定資産

8¶934¶315 0 0 8¶934¶315 3¶851¶091 427¶899 0 0 0 5¶083¶224

計 24¶964¶357¶331 1¶073¶045¶641 334¶963¶854 25¶702¶439¶118 12¶520¶206¶644 2¶175¶264¶657 970¶943 475¶566 0 13¶181¶261¶531

非 償 却 資 産 土 地 21¶056¶850¶000 0 0 21¶056¶850¶000 0 0 920¶000 0 920¶000 21¶055¶930¶000

美術品・収蔵品 2¶737¶400 0 0 2¶737¶400 0 0 0 0 0 2¶737¶400

建 設 仮 勘 定 52¶142¶500 2¶164¶058¶100 820¶442¶200 1¶395¶758¶400 0 0 0 0 0 1¶395¶758¶400

計 21¶111¶729¶900 2¶164¶058¶100 820¶442¶200 22¶455¶345¶800 0 0 920¶000 0 920¶000 22¶454¶425¶800

^ 減損額のうち、損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの内
訳

区 分 構 築 物 計

損益計算書に計上した金額

損益計算書に計上していない金額 475¶566円 475¶566円

計 475¶566円 475¶566円
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] 減損の認識に至った経緯
平成25年３月21日付で施設の用途廃止が決定したことによる。

_ 回収可能サービス価額
回収可能サービス価額は正味売却価額により算出している。正味売却価額は、不動産鑑定士
による平成23年９月時点での「土地・建物等にかかる意見価格」より、処分見込費用を差し引
いた結果、０円となった。

２．減損の兆候が認められたもの
\ 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

用 途 附属宿舎_用敷地
種 類 土地
場 所 高松市紫雲町134番１
帳簿価額 44¶550¶000円

] 認められた減損の兆候の概要
平成25年３月21日付で当該土地の上に建立している附属宿舎_の用途廃止が決定したため、使
用可能性が著しく低下したことによる。
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